
教育 グローバル 研究

■学部一般選抜（前期・後期）の志願倍率は

5.4 倍となり、目標値（5.1 倍）を上回っ

た。【No.3 困難】

■令和７年度から開始した新カリキュラムに

ついて、学部生を対象とした授業アンケー

トを実施し、教育内容を検証した。【No.12】

■大学院修了者を対象にオンラインアンケー

ト調査を実施し、修了後の進路や大学院で

の学びに関する実態を把握した。【No.15】

■英語学修において、TOEIC800 点以上取得者

は 46 人となり、目標値（26 人）を上回っ

た。【No.27】

■日本人学生と留学生との交流イベントのほ

か、地域の特性を生かした「SUAC ブラジル

WEEK」「SUAC ブラジル DAY」を開催するなど、

全学的なグローバル教育に取り組んだ。

【No.63】

■海外の協定校との交流に加え、新たな海外

大学との連携など、海外教育研究機関等と

の共同事業を９件実施した。【No.67 困難】

■論文・研究作品 63 件を機関リポジトリで公

開した。（目標値：60 件/年）【No.44】

■研究成果発表会を開催し、オンラインを含

めた閲覧者数は 201 人となり、目標値（111

人/年）を上回った。また、教員特別研究報

告書に対する審査委員のフィードバックを

確実に実施した。【No.49】

地域貢献 法人経営ほか 指標達成状況

■公開講座等を実施し、地域に学習機会を提

供した。参加者数は 3,898 人となり、目標

値（3,849 人/年）を上回った。【No.54】

■地域連携演習等を通じて地域課題を題材とし

た教育を実施し、参加者数は280人となり、

目標値（195人/年）を上回った。【No.55】

■県内就職率は38.3%と

なり、目標値（34.6%）

を上回った。【No.41】

■役員会及び経営審議会において示された学外

委員からの法人経営に関する意見に確実に対

応又は回答し、ガバナンスの強化に取り組ん

だ。【No.68】

■学生の情報端末必携化（BYOD）の導入などに

より情報機器等の設備経費を削減し、財務

構造の見直しを実施した。【No.80-2】

■照明設備及び空調設備の更新を実施し、教

育研究環境の整備を進めた。【No.81】

■フェアトレード大学として、学生団体によ

るカスカラティーの販売や、関連展示など、

フェアトレードに関する活動及び情報発信

に取り組んだ。【No.92】

区分
定量

定性
達成 未達成 「－」

教育 12（３） ８（２） ４（１） ０ ７

グロー
バル

５（２） ３（１） ２（１） ０ １

研究 ６（１） ３（０） ３（１） ０ ０

地域
貢献

９（０） ６（０） ３（０） ０ ０

法人
経営
ほか

19（１） 17（０） ２（１） ０ ３

計 51（７） 37（３） 14（４） ０ 11

資料４令和７年度 評価指標の達成状況報告 （公立大学法人静岡文化芸術大学）

◀「SUAC ブラジル
WEEK」

◀研究成果発表会

【 】は計画 No. ※（ ）は困難指標 ※困難指標は、達成度 90％以上で概ね達成

地域連携演習で学生が

企画・立案した浜松移住

体験ツアー


